
レつ畿 名

一攀
鍾
剛
達
彰
亀
卜
骰
蜀
辣
ヅ
珍
又
猷
憔一一
幸ュ
マヽ′ン
十
ン
ブ
ル
を
重
視
す
る
演
奏
は
、
自

己
主
張
す
る
よ
り
も
常
に
全
体
の
調
和
を
優
先

す
る
と
い
う
日
本
人
の
性
格
が
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
だ
、
同
じ
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
を
手
が
け
て
も
ヽ
各
国

の
オ
ケ
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
に
ス
タ
イ
ル
が
異
やな

る
よ
う
に
、
日
本
の
オ
ケ
が
独
自
の
カ
ラ
ー
を

持
つ
の
は
不
思
議
で
は
な
い
、
と
し
た
上
一ヽ

い
つ
の
日
か
「日
本
ス
タ
イ
■
の
ベ
ー
ト
ー
デ
二

ン
」
も
世
界
で
市
民
権
を
得
る
手
こ
に
な
る
で

，め，つヽ
つ、　レニＴトツお綺―しネに・

英
・独
・仏
の
評
論
家
は
な
ん
と
な
く
首
を

か
し
げ
て
い
た
が
ヽ
私
の
隣
に
巫
つ
て
い
ス′亨

メ
リ
カ
の
評
論
家
だ
け
は
ヽ
一お
れ
は
君
の
意

見
に
替
で反
だ
」
＞
一私
に
さ
さ
や
い
た
．̈確
か
に

ァ
メ
リ
カ
の
い攣奏
者
た
ち
も
、
欧
州
ク
テ
シ
ツ

ク
界
の
伝
続
と
対
決
十〓
ウヽタ
τ得
な
い
立
場
に

ユや
る
の
だ
か
ら
ｒ
ｌ
Ｌ

鑽
本
の
メ
ジ
ヤ
ま
。オ
ま
ケ
ス
ト
ラ

話
は
多
少
飛
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

の
よ
う
な
特
質
に
つ
い
て
の
議
論
を
含
み
つ
つ

も
、
と
に
か
く
日
本
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏

水
準
は
、
特
に
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
い
つ

そ
う
目
覚
ま
し
い
も
の
に
な
つた
ｏ
も
ち
ろ
ん
、

あ
れ
こ
れ
ム
ラ
が
あ
る
の
は
事
実
と
し
て
も
ヽ

１
９
７
０
年
代
あ
た
り
の
水
準
と
比
べ
れ
ば
、

も
は
ゃ
比
較
す
る
の
も
愚
か
と
言
つ
て
い
い
）

来
目
す
る
名
ば
か
り
の
「本
場
の
オ
ケ
」
よ
り

も
、
概
し
て
日
本
の
楽
団
の
演
奏
の
方
が
、
よ

ほ
ど
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
広
く
、
演
奏
の
密
度
も

高
い
こ
と
は
ヽ
実
際
に
聴
い
て
み
れ
ば
納
得
が

ぃ
く
は
ず
で
あ
る
ｃ

今
日
、
日
本
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
に
加
入
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車〃 .ラ採 せ、
2黎

勿 沐 務 輪 をζ辱
り上げている。プログラミングも巧みだ。〈アダー
ジョ〉は、鋭角的な厳しさを備えた演奏、コ句レ

舒庁;lf豪氷λ臨翌了義蒙3

特集野平成ディスク史。後編 (平成16～ 30年)∠

ジコナサン・ ノッ ト
(写真提供 :東京交響楽団)

意圏 儡 矩 』 鳥 拠 製 製 言
た。これは2013年 11月のライヴてkミステリアス
な要素と爆発的な「躁」の性格とを混在させたこ

?鋪 雅 蔦 淑 魏 摯 盤 噴彗
は

マーラー :交響曲第 10番～
アダージョ,ブルックナー :

交響曲第 9番
ジョナサン ノット指揮 東
(録音 :2018年 4月 (L)〉
[EXTON D ovcL00668(2
枚糸且)]CD&SACD

マーラー :交響曲第 7番 〈夜
の歌)
エ リアフ インバル指揮 東
京都 so
lf言 12013年 11月 (L,|
[―  Cll.01 ovCL00517]
CDaSACD~ ~ |(イ ン7'レがプリンシパル・

Rシ ュトラウス:交 響詩
《ツアラトゥストラはかく語
りき),同 《莫雄の生涯》

≧般 蔦零
揮 新日本po

〈録音 :2016年 9月 (Ll〉
[DTON O,OvcL00621]
CD&SACD

ショスタコーウィチ :交響
曲第 1番
=LI「 i〕 ド|し  ラザし-7
:邑 1言 E=Po
f=1201● 年 lo■ IL,
lEくTCN,OVCL00568]
*ロ シアの「猛将」ラザレ
フが首席指揮者を務めた

時代(2008～ 16年′/平成20～ 28句、日本フィ
ルは劇的に変貌を遂げた。以前のこの楽団から
は想像もできないはこ アンサンブルサよ完壁に
整備され、表現力の幅広さも画期的に増大した。
ロシアものはどれも良いが、ここではとりあえ哄
火を吐くような激しさにあふれた演奏のショスタ
コーヴィチ4番を挙げておく。
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一

し
て
い
る
楽
団
は
、
正
会
員
オ
ー
ク
ス
ト
ラ
は

２５
団
体
、
準
会
員
は
■
団
体
あ
る
．
た
と
え

ば
２
０
１
６
年
４
月
ヽ
１７
年
３
月
（平
成
器

年
度
）
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
正
会
員
すヽ
な

わ
ち
所
謂
メ
ジ
ャ
ー
・オ
ケ
の
年
間
公
演
総
数

は
３
１
０
５
回
（単
純
計
算
で
言
え
ば
、
全

国
で
１
日
平
均
８
・５
公
演
が
行
な
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
）
で
、
総
入
場
者
数
は
延
ベ

３
８
９
万
９
５
３
９
人
に
上
る
（１
公
演
平
均

１
２
５
６
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
）。

こ
こ
で
は
、
日
本
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
あ
ま

・、ツ皿組抄
τ社付
つ
デヽ
い
ユな
い
ナ
７
Ｐ
ダム外′ヽ
ユな
い
，」

思
う
の
で
、
と
り
あ
え
ず
正
会
員
オ
ケ
だ
け
で

も
、　
一言
紹
介
し
て
み
た
い
ｃ

北
海
道
で
は
、
札
幌
響
が
唯
一の
ア
ロ
・オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
で
、
老
練
バ
ー
メ
ル
ト
が
首
席
指
揮

者
を
務
め
て
い
る
。
東
北
で
は
、
仙
台
フ
イ
ル

が
常
任
指
揮
者
と
し
て
飯
守
泰
次
郎
を
擁
し
、

一方
山
形
響
で
は
飯
森
範
親
が
音
楽
監
督
と
し

て
人
気
を
誇
る
。

東
京
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
響
が
首
席
指
揮
者
バ
ー

ヴ
十
・ヤ
ル
ヴ
ィ
の
も
と
で
不
動
の
実
力
を
誇

り
、
カ
ン
ブ
ル
ラ
ン
を
常
任
指
揮
者
に
擁
す
る

*2016年 (平成28年)9月に音楽監督となった
警T:ξ静`ぅえ鼻考57月罹鷲寒易ζを115
鶴龍銀雛肌鑑観言墨臨
旗亀勤務署鰈 錦帽郭兼
る。

読
売
日
響
も
優
れ
た
企
画
と
演
奏
水
準
で
こ
れ

に
拮
抗

東́
京
響
は
音
楽
監
督
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・

／
一
卜
の
も
と
で
、
ま
た
東
京
都
響
も
音
楽
監

減甲
大
野
和
士
の
も
と
で
、
日
本
フ
ィ
ル
も
首

席
指
揮
者
ビ
エ
タ
リ
・イ
ン
キ
ネ
ン
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
好
企
画
と
高
水
準
の
演
奏
を
競
い

合
つ
て
い
る
．
東
京
フ
イ
ル
は
首
席
指
揮
者

バ
ッ
テ
イ
ス
ト
ー
ニ
の
熱
血
的
指
揮
で
人
気
を

集
め
、
新
日
本
フ
イ
ル
は
音
楽
監
督
・上
岡
敏

之
に
よ
り
個
性
的
な
味
を
増
し
た
．ゥ
東
京
シ

テ
ィ
・
フ
ィ
ル
も
常
任
指
揮
者
■
局
閲
健
の
下

で
演
奏
水
準
を
高
め
て
お
り
、
内
藤
彰
が
芸
術

監
督
を
務
め
る
東
京
ニ
ュ
ー
シ
テ
イ
管
は
珍
し

い
版
の
日
本
初
演
が
看
板
だ
．
ま
た
首
都
圏
の

オ
ヶ
と
し
て
は
、
群
馬
響
で
は
大
友
直
人
が
音

楽
監
督
と
し
て
手
堅
く
オ
ケ
を
ま
と
め
、
神
奈

川
フ
ｆ
ル
は
若
い
川
瀬
賢
太
郎
が
常
任
指
揮
者

に
就
任
し
て
爽
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
生
み
出
し

一′、．中
部
・北
陸
で
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・ア
ン
サ

ン
デ
ル
全
沢
が
ミ
ン
コ
フ
ス
キ
を
芸
術
監
督
を

迎
え
て
新
た
な
路
線
を
開
拓
中
。
名
古
屋
フ
イ

ル
は
小
泉
和
格
を
音
楽
監
督
に
招
い
て
オ
ー
ソ

アレクサンドル ラザレフ
.C'堀 田力丸 1写真尋::言 アヽ.ル ,ヽ ―=こ ―交=■コ|

エリアフ インバル
1堀 田

"丸
1写真提世 :・ll京 都交誓楽団‐

シルヴァン カンブルラン
=読
売日本支響楽団

045電 日

“

ョ ニ
`ョ
」」

`:ユ
ヨヨILl§ !口 DF_C.2()18

ストラウィンスキー :バ レ
エ (春の祭典),バーンスタ
イン:`ウ ェスト サィド
ストーリー|～ 〈シンフォ
ニツク ダンス〉
アントし'T ,1,テ ィヌ
トーニ指揮東京●o
lf言 12017年 5月 2Clユ
年1月 (L)〉
[デンオンO COC085378]

*2016年 (平成 28年)秋から東京フィルの首
席指揮者を務めるパッティストーニは、ォペラに
演奏会にと縦横の活躍だ。その獅子奮迅の指揮
ぶりも印象的だが、熱血的な音楽づくりも人気の
的になつている。このく春の祭典)は彼の芸風を
よく顕わした演奏と言えよう。単に咆嘩するだけ
でなく、随所に綿密な設計を施す感性もなかな
かのもの。
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ショスタコーヴィテ :交響
曲第フ番 (レニングラー ド〉
1瀬賢太郎指揮 名古屋 po
&紳奈川 po
〈録音 :2016年 6月 (L))
[フ ォンテック,O FOCD97
75～ 6(2枚組)]
*川 瀬 賢 太 郎 は 2011年

(平成 23年)から名古屋フィルの指揮者を務め、
2014年 (平成 26年)からは神奈川フィルの常任
指揮者を兼任している。その両団体を結集させ
て挑んだのがこの(レニングラードゝ 横浜と名古
屋で演奏したが、このディスクは横浜での演奏の
記録だ。筆者が会場で聴いた時と同様、少し細
身の響きだが、俊英指揮者と2楽団の熱演の貴
重な記録.

Rシ ュ トラウス :交 響詩
〈テイル・オイレンシュピー
グルの愉快ないたずら),く ば
らの騎士)組曲 他
広上淳―指揮 京都市 so
〈録音 :2012年 7月 2013
年 3月 (L))
[□ ―ムO KSOL1004]
*京都市響の演奏水準は

西日本随一、全国でもベスド3に入るほどでは
ないかと筆者は思つている。2008年 平成 20年)

から常任指揮者を務める広上淳一の功績は大き
い。このデ ŕスクに入つているRシュトラウスの
作品の演奏からもそれは窺えよう。重量感、スケー
ル感、演奏の濃密さなど、筆者が京都コンサー
トホールで聴いた印象そのままだ。

ショスタコーヴィチ :交響
曲第11番 《1905年》
丼上道義指揮大阪po
〈録音 :2017年 2月 (L))
[n「ON O,OVCL00627]
*井上道義の大阪フィル
首席指揮者在任は2014
～17年 (平成 26～ 290
と短かったが :口 象的な

演奏をいくつか残した.このショスタ=―■r千11番|ま、在任中最後の定雪二漬てた拝したもこ
1905年の「血の悲劇」と その■三者へ″追岸
が入魂の演奏て拮か■る.母音に新ししヽアニス
テ|バルホールの空間的な拡がり感、といったも
のかもう少し取り入れられていれは,

ハ イ ドン :交響 曲第 6番
(朝 ,,同 第 1ア 番,同第 35
番
板=竜現指揮 呂=t〕 チュ

`景

舌 12015年 6弓 ILI:
[巨 )(TON‐り `]VCL1061 oJ
CD&SACD
*2014年 (平成 26年)春

から首席指揮者となった飯森範親は、山形響で
のモーツァルト交響曲ツィクルスの成功例を応用
し、連続企画としてハイドンの交響曲連続演奏
をF‐1始した。その第1回公演のライヴ録音がこれ
である。演奏と録音の仕上がりの良さは驚くほど
だ。ブラインド・テストで聴いたら、欧州のオケ
の演奏かと思われるかもしれない。

チヤイコフスキー :マ ンフ
レット交響曲 他

=1山
千E責指揮 丸‖ ec

r音 :20C9年 11月 ILI
_=ォ ンテ,夕 o,FOCD94
6=]
*九 」‖誓7J秋 山和慶を
ミューシリク アドウアイ
ザー兼首席指揮者に載い

ていたのは2004～ 13年 (平成 16～ 25年)。 オ
ーケストラのアンサン功レを整える手腕では第一
人者と定評のある彼のもとで九州響が聴かせた
のがこの《マンフレッド交響曲》だ。ロシア的な
情感にも不足はない。本拠地アクロス福岡シン
フォニーホールの良い音響特性を生かした録音。

ド
ッ
ク
ス
な
カ
ラ
ー
を
復
活
、
セ
ン
ト
ラ
ル
愛

知
響
も
新
鋭
１
月
田
鋼
亮
の
常
任
指
揮
者
就
任

（来
春
）
で
フ
レ
イ
ン
ュ
な
イ
メ
ー
ジ
転
換
を

狙
う
．

関
西
以
西
で
は
、
ま
ず
広
上
淳
一が
常
任
指

揮
者
兼
ミ
ュ
ー
ジ
ツ
ク
・ア
ド
ヴ
ア
イ
ザ
ー
と

し
て
率
い
る
京
都
市
響
が
関
西
随
一の
演
奏
水

準
を
誇
り
、
か
た
や
大
阪
フ
イ
ル
は
尾
高
忠
明

を
音
楽
監
督
に
迎
え
て
安
定
し
た
〈二秀
力
を
強

化
さ
せ
た
。
大
阪
響
て
は
ヴ
エ
テ
ラ
ン
の

ミ
ュ
ー
ジ
ツ
ク
・ア
ド
ヴ
ア
イ
ザ
ー
外
山
雄
三

が
真
摯
な
演
奏
を
主
唱
、
日
本
セ
ン
チ
マ一リ
ー

響
も
首
席
指
揮
者
・飯
森
範
親
が
意
欲
的
な
企

画
で
存
在
感
を
出
し
、
関
西
フ
ィ
ル
は
音
楽
監

督
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・デ
ユ
メ
イ
の
一弾
き
振
り
」

を
交
え
た
選
曲
で
特
色
を
出
し
て
い
る
、́
兵
庫

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
管
弦
楽
団
は
ア
カ
デ
ミ
ー

上
の
オ
ケ
で
は
あ
る
が
、
芸
術
監
督
・佐
渡
裕

の
人
気
で
常
に
満
員
の
聴
衆
を
集
め
る
と
い
う

異
色
の
存
在
だ

そ
し
て
広
島
響
は
下
野
竜
也
が
音
楽
給
監
督

と
な
り
、
彼
ら
し
い
凝
つた
選
曲
で
一番
τ吐
き
、

一方
九
州
響
は
小
泉
和
裕
を
音
楽
監
督
に
迎
え

´ヽ
止一梶降覇管τ詈貝い
て
い
・つ

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の

ク
オ
リ
テ
イ
が
向
上

と
い
う
わ
け
だ
が
、
こ
れ
ら
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
は
、　
一部
を
除
い
、́
特
に
平
成
に
な
っ
て

か
ら
は
レ
コ
ー
デ
イ
ン
グ
に
活
発
な
姿
勢
を
示

し
て
　
〓
と
こ
ろ
が
多
い
．
た
だ
、
レ
コ
ー
ド

会
社
と
し
て
は
、
オ
ケ
の
人
気
と
い
つ
よ
り
指

揮
者
ｎ
ノ、気
で
ラ
イ
ン
ナ
ツ
プ
を
編
成
す
る
傾

・同
も
あ
る
よ
う
だ
が
．

そ
し
て
、
こ
れ
は
近
年
の
欧
米
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
録
音
”■
υ共
通
す
る
こ
と
だ
が
、
ス
タ
ジ

オ
・レ
コ
ー
デ
ー
ン
グ
よ
り
も
演
奏
会
で
の
ラ

イ
ヴ
録
音
が
圧
倒
的
に
多

い
３
昔
は
、
ナ
マ
演
奏
は

ミ
ス
が
多
く
な
る
と
い
ふ′

理
由
で
、
レ
コ
ー
ド
は
ス

タ
ジ
オ
録
音
―
―
ナ
一で
つ

考
え
が
主
流
だ
つ
た
が
、

日
本
の
オ
ケ
の
場
合
、
そ

れ
は
班
し
て
演
奏
が
慎
重

に
な
り
過
ぎ
、
生
気
が
無

、、
一日
自
味
が
缶
いい
と
い

う
Ｋ
点
を
生
ん
で
い
た
の

は
用
知
の
事
実
で
あ
る
。

今
日
で
は
演
奏
技
術
も
向

上
し
た
お
か
げ
で
、
ミ
ス

は
ほ
と
ん
ど
無
い
し
　
あ
つ

て
も
容
易
く
修
正
可
能
で

あ
る
．
録
音
も
奥
行
感
、
重
量
感
、
ス
ケ
Ｉ
Ｉ

感
が
豊
か
に
な
り
、
一―
〈タ
リ
ン
グ
の
技
術
も

向
上
し
て
、
ホ
ー
ル
の
一一雰
囲
気
の
あ
る
一音

響
を
再
現
さ
せ
る
こ
と
も
容
易
く
な
った
こ
今

や
、
す
べ
て
が
整
つ
て
来
て
い
る
状
況
に
あ
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

秋山和F_~

・　　マ輝・ｔ，・、１．́．‘・‥‥′ビ・‐，・


